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増本会長急逝！

遺遺志志ををつついいでで「「特特別別期期間間」」をを成成功功ささせせよようう

増
本
一
彦
会
長
が
２
月
６
日
、
死
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
85
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

増
本
会
長
は
１
月
30
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
三
役
会

議
に
は
自
宅
か
ら
参
加
し
、
次
の
よ
う
に
あ
い
さ

つ
（
要
旨
）
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
は
、
第
40
回
全
国
大
会
ま
で
に
会
員
２
万
人
を
擁
す
る
同
盟
に
発
展

さ
せ
て
、
新
た
な
前
進
の
道
を
切
り
開
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
①

伊
藤
千
代
子
の
映
画
上
映
運
動
を
友
好
団
体
と
協
力
し
て
成
功
さ
せ
、
来
場

者
全
員
に
「
入
会
の
お
誘
い
」
を
強
め
る
こ
と
。
②
た
だ
ち
に
都
道
府
県
本

部
と
支
部
は
会
議
を
開
き
、
「
必
ず
や
り
抜
く
」
意
思
統
一
を
か
ち
と
り
、

会
員
拡
大
推
進
体
制
を
と
っ
て
「
運
動
化
」
す
る
こ
と
で
す
。

第
２
は
、
第
39
回
大
会
以
降
の
情
勢
の
発
展
・
変
化
と
、
第
40
回
全
国
大

会
ま
で
に
２
万
人
会
員
の
同
盟
を
建
設
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
で
す
。

昨
年
の
総
選
挙
で
は
、
自
公
政
権
を
倒
し
て
、
新
し
い
政
治
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
、
立
憲
主
義
の
回
復
を
旗
印
に
共
産
党
が
中
道
左
派
、
中

間
層
と
の
統
一
戦
線
を
組
ん
で
闘
い
に
乗
り
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
保
守

勢
力
は
死
に
物
狂
い
の
反
共
攻
撃
を
行
い
ま
し
た
。

「
市
民
連
合
と
立
憲
野
党
の
共
闘
」
は
、
支
配
階
級
の
「
反
共
攻
撃
」

「
反
共
産
党
攻
撃
」
と
真
正
面
か
ら
闘
い
、
こ
れ
に
打
ち
勝
た
ね
ば
な
ら
な

い
情
勢
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
日
の
情
勢
の
新
し
い
変
化
・
特
徴
で
あ

り
ま
す
。

（
２
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

「軍事費を削ってコロナ対策に回せ」「改憲発議は許さない」と訴える国賠同盟
埼玉県本部からの参加者＝24日衆院第2議員会館前 （2022.2.24撮影）

第40回全国大会めざし２万人の同盟へ

不屈573号_CC2022.indd   1不屈573号_CC2022.indd   1 2022/03/03   9:31:512022/03/03   9:31:51



１
月
30
日
の
「
中
央
三
役
会
議
」
に

於
け
る
、
増
本
一
彦
会
長
の
「
訴
え
」

と
事
務
局
「
提
案
」
を
受
け
て
、
急
き
ょ

２
月
３
日
に
「
県
事
務
局
会
議
」
を
開

催
し
、
２
月
14
日
の
幹
事
会
へ
の
提
案

内
容
を
協
議
・
確
認
し
ま
し
た
。

（
1
）
「
野
党
共
闘
分
断
」
「
共
産
党

排
除
」
の
流
れ
を
許
さ
ず
、
参
議
院
選

挙
勝
利
の
た
め
に
も
、
映
画
「
伊
藤
千

代
子
の
生
涯
」
を
ひ
と
り
で
も
多
く
の

県
民
、
特
に
「
わ
か
も
の
」
に
観
て
も

ら
う
こ
と
が
、
新
し
い
力
を
生
み
出
す

〝
闘
い
〟
と
位
置
づ
け
、
全
県
10
カ
所

以
上
の
上
映
会
を
実
現
す
る
。
そ
の
た

め
の
最
終
的
な
対
応
を
、
３
月
10
日
の

「
第
６
回
実
行
委
員
会
」
で
協
議
・
確

認
す
る
。

（
２
）
署
名
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
デ
ー

な
ど
各
種
集
会
の
場
で
集
め
る
従
来
の

方
式
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
の
で
、
〝
全
て
の
会
員
・

読
者
が
、
憲
法
１
０
０
０
万
署
名
と
一
体

に
「
一
人
が
30
人
以
上
の
署
名
を
！
」
〟

と
繰
り
返
し
訴
え
、
集
約
・
点
検
を
き

ち
ん
と
行
っ
て
推
進
す
る
。

（
３
）
「
２
万
人
同
盟
」
の
提
起
を
受

け
、
大
会
ま
で
に
、
宮
城
県
「
３
０
０

人
」
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
「
各

支
部
目
標
」
を
改
め
て
調
整
・
確
認
。

３
月
８
日
の
次
回
幹
事
会
に
、
目
標
数

の
２
倍
以
上
の
対
象
者
名
簿
を
持
ち
寄

る
。
「
千
代
子
」
上
映
実
行
委
員
会
メ

ン
バ
ー
の
多
く
も
「
同
盟
員
」
で
な
い

こ
と
な
ど
視
野
に
入
れ
た
運
動
で
、
目

標
達
成
に
臨
む
。

（
同
盟
県
本
部
会
長
・
横
田
有
史
）

千
葉
県
本
部
は
、
中
央
本
部
の
提
起

に
先
駆
け
、
第
１
に
、
県
本
部
目
標
の

５
０
０
人
会
員
を
５
月
の
県
本
部
総
会

ま
で
に
達
成
し
、
第
２
に
、
全
国
２
万

の
同
盟
建
設
に
見
合
う
組
織
へ
と
さ
ら

に
上
積
み
を
は
か
る
と
の
目
標
を
掲
げ

（
３
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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伊
藤
千
代
子
は
１
９

２
８
年
の
「
３
・
15
弾

圧
」
で
治
安
維
持
法
に

よ
り
逮
捕
さ
れ
た
。
刑

務
所
で
の
１
年
半
に
及

ぶ
取
り
調
べ
と
拷
問
で
衰
弱
し
て
世
田

谷
区
の
府
立
松
沢
病
院
に
移
さ
れ
た
。

し
か
し
程
な
く
し
て
肺
炎
で
死
亡
す
る

▼
昨
年
の
９
月
に
世
田
谷
区
在
住
の
同

盟
員
ワ
タ
ナ
ベ
・
コ
ウ
さ
ん
ら
９
人
で

院
内
の
「
日
本
精
神
医
学
資
料
館
」
を

見
学
し
た
▼
館
長
さ
ん
が
丁
寧
に
展
示

を
説
明
し
て
質
問
に
答
え
て
く
れ
た
。

こ
こ
に
は
千
代
子
の
資
料
は
残
っ
て
い

な
い
。
敗
戦
と
と
も
に
東
大
病
院
に
移

さ
れ
た
よ
う
だ
▼
１
月
18
日
に
映
画

「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
の
撮
影
終

了
記
者
会
見
が
開
か
れ
た
。
千
代
子
と

共
通
の
母
校
・
東
京
女
子
大
の
安
井
学

長
を
演
じ
た
竹
下
景
子
さ
ん
は
香
港
の

民
主
的
自
治
を
求
め
る
周
庭
さ
ん
の
生

き
方
と
千
代
子
を
重
ね
て
語
っ
た
▼
周

庭
さ
ん
は
10
カ
月
の
留
置
の
末
に
去
年

釈
放
さ
れ
た
が
、
報
道
陣
に
囲
ま
れ
た

彼
女
は
無
言
だ
っ
た
。
以
前
の
溌
剌
と

し
た
生
気
が
顔
に
は
無
い
。
亡
く
な
っ

た
時
の
千
代
子
と
同
じ
24
歳
だ
。
（
内
）

各
県
本
部
の
「
特
別
期
間
」

の
取
り
組
み

改
憲
阻
止
、
再
び
戦
争
と
暗

黒
政
治
許
す
な

宮城県
（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
つ
づ
き
）

こ
の
間
の
闘
い
で
「
国
民
の
諸
要
求
を
政
策
化
し
た
市
民
連

合
と
立
憲
野
党
４
党
と
の
政
策
合
意
」
、
「
共
産
党
と
立
憲
民

主
党
と
の
政
権
合
意
」
、
そ
し
て
「
憲
法
改
悪
を
阻
止
し
て
日

本
と
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
守
る
政
策
」
、
「
地
球
気
候
危
機
対

策
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
を
実
現
す
る
政
策
」
「
貧
困

と
格
差
社
会
を
な
く
す
政
策
」
な
ど
の
語
り
部
が
足
り
ず
、
国

民
の
中
に
浸
透
し
き
れ
な
か
っ
た
な
ど
の
弱
点
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

私
た
ち
同
盟
は
、
自
公
政
権
を
倒
し
て
新
し
い
政
治
を
生
み

だ
す
た
め
に
も
、
「
２
０
２
０
年
代
に
治
安
維
持
法
体
制
に
決

着
を
つ
け
る
」
た
め
に
も
質
量
と
も
に
そ
の
地
力
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
以
上
）

こ
の
増
本
会
長
の
遺
志
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
第
40
回

全
国
大
会
成
功
め
ざ
し
２
万
人
の
同
盟
実
現
「
特
別
期
間
」
を

成
功
さ
せ
て
、
会
長
の
期
待
に
応
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
会
請
願

５
月
11
日
（
水
）
午
前
11
時
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
大
会
議
室

千葉県

全
国
２
万
の
同
盟
建
設
へ
特

別
期
間
に
突
入
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（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

て
、
２
月
15
日
か
ら
特
別
期
間
に
突
入

し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

①
「
千
代
子
」
上
映
運
動
と
合
わ
せ
て
、

市
原
市
、
香
取
地
域
、
君
津
地
域
、
白

井
市
に
新
た
な
支
部
建
設
を
行
な
う
。

②
ワ
タ
ナ
ベ
・
コ
ウ
さ
ん
と
さ
い
と
う

和
子
参
議
院
千
葉
選
挙
区
予
定
候
補
と

の
対
談
企
画
（
船
橋
・
３
月
19
日
）
を

契
機
に
船
橋
支
部
の
再
建
を
果
た
す
。

③
既
存
の
支
部
（
千
葉
市
、
市
浦
、
銚

子
、
松
戸
・
鎌
ヶ
谷
、
東
葛
）
で
、
支

部
目
標
の
達
成
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

毎
月
の
拡
大
目
標
を
決
め
、
そ
の
達
成

に
努
め
る
。

④
各
地
の
上
映
運
動
の
中
で
の
拡
大
を

図
る
。

⑤
「
会
員
拡
大
と
対
象
者
紹
介
の
お
願

い
」
文
書
と
入
会
申
込
書
、
返
信
用
封

筒
を
「
不
屈
」
次
号
に
折
り
込
み
、
地

域
を
超
え
た
拡
大
に
努
め
る
、
な
ど
を

理
事
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
を
受
け
て
、
す
で
に
千
葉

市
支
部
、
市
浦
支
部
な
ど
で
計
５
人
の

入
会
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

特
別
期
間
の
成
功
が
、
「
２
０
２
０

年
代
に
治
安
維
持
法
体
制
に
決
着
を
つ

け
る
」
こ
と
、
改
憲
勢
力
に
象
徴
さ
れ

る
日
本
の
政
治
の
歪
み
の
根
本
を
正
し
、

新
し
い
政
治
を
実
現
す
る
大
き
な
一
歩

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
県
本
部
会
長
・
小
松

実
）

あ
る
支
部
は
、
支
部
長
が
亡
く
な
ら

れ
て
か
ら
体
制
が
崩
れ
、
活
動
が
停
滞
。

会
長
を
は
じ
め
、
地
元
の
理
事
ら
と
共

産
党
の
地
区
委
員
会
に
協
力
を
要
請
し
、

再
建
準
備
会
議
を
ひ
ら
い
て
役
員
体
制

と
臨
時
総
会
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
会
員
５
人
を
拡
大
、
あ

ら
た
な
活
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
品
川
区
、
渋
谷
区
で
の
支
部

づ
く
り
の
準
備
が
開
始
さ
れ
、
こ
こ
で

５
人
の
会
員
が
増
え
、
支
部
建
設
を
つ

う
じ
て
計
９
人
拡
大
が
で
き
ま
し
た
。

同
盟
建
設
の
基
本
は
支
部
建
設
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
大
会
ま
で

５
支
部
建
設
を
目
標
に
、
ひ
き
つ
づ
き

取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
東
京
都
本
部
は
、
1

月
理
事
会
で
、
「
全
国
大
会
・
都
45
回

大
会
成
功
め
ざ
す
特
別
期
間
」
（
３
月

～
４
月
）
を
決
定
し
、
全
支
部
で
計
画

を
持
ち
、
会
員
１
３
０
０
人
達
成
、
国

賠
署
名
３
万
筆
、
特
別
期
間
で
50
人
の

拡
大
と
、
署
名
２
万
６
０
０
０
筆
を
め

ざ
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
４
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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千
代
子
の
生
涯
を
探
り

な
が
ら
改
め
て
彼
女
の
学
び

と
生
き
方
に
驚
嘆
し
て
い
ま

す
。
必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
生

い
立
ち
と
は
言
え
な
い
な
が

ら
、
豊
か
な
感
性
と
知
性
を

育
ん
で
お
り
、
そ
れ
故
、
青
春

期
の
恋
愛
も
別
れ
も
人
生
の
通

過
点
と
し
て
納
得
で
き
る
の
で

す
。
身
近
で
出
会
う
貧
困
の
子

ど
も
や
女
工
た
ち

と
の
交
流
が
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
文
学

作
品
で
問
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
彼
女
の

好
奇
心
は
貧
困
や
不
平
等
を
生
む
根
源
へ

と
向
か
う
「
も
く
ろ
み
」
に
膨
ら
ん
だ
の

で
し
ょ
う
。

尚
絅
女
学
校
で
の
平
和
や
自
由
を
重
ん
じ
る
校
風
の
中

し

ょ

う

け

い

で
、
学
友
や
松
生
先
生
宅
に
集
う
人
た
ち
か
ら
の
思
想
的
・

哲
学
的
学
び
に
加
え
、
当
時
の
全
国
的
な
学
生
連
合
会
や

労
働
組
合
の
動
き
か
ら
の
影
響
等
、
人
と
の
連
帯
の
大
切

さ
を
体
得
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
人
と
し
て
豊
か
に
育

つ
筈
の
あ
ゆ
み
を
時
の
権
力
者
は
奪
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。今

ま
た
、

格
差
や
分
断
、

自
己
責
任
と

い
う
形
で
人

と
の
連
帯
が
難
し
い
社
会
風
潮
に
あ
り
ま
す
。
仲
間
と
と

も
に
真
実
を
追
求
し
た
彼
女
の
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
を
生
か

す
べ
く
、
人
権
や
民
主
主
義
、
平
和
重
視
の
憲
法
を
大
切

に
広
く
連
な
り
ま
し
ょ
う
。
上
映
を
楽
し
み
に
。

（
尚
絅
学
院
大
学
・
名
誉
教
授
）

し

ょ

う

け

い

も一言

「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」映
画
化
に
寄
せ
て

野
呂

ア
イ

の

ろ

東京都

「
大
会
成
功
め
ざ
す
特
別
期
間
」

に
取
り
組
み
１
月
19
人
の
拡
大
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（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

い
ま
、
支
部
を
基
礎
に
映
画
「
千
代

子
」
の
上
映
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す

が
、
支
部
で
「
千
代
子
」
再
学
習
を
し
、

上
映
活
動
と
む
す
ん
で
、
同
盟
建
設
の

目
標
達
成
に
全
力
を
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

請
願
署
名
で
は
、
20
団
体
を
訪
問
し

て
協
力
を
要
請
。
８
団
体
か
ら
、
合
計

１
０
０
０
の
支
部
・
分
会
に
す
す
め
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
要
請
の
封
筒
７

０
０
袋
を
届
け
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
、
郵
送
で
の
訴
え

も
重
視
、
１
４
０
団
体
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
２
月
『
不
屈
』
に
再
度
、
改
憲

反
対
署
名
と
と
も
に
返
信
封
筒
を
つ
け

て
折
り
込
み
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
40

人
か
ら
４
３
７
筆
、
改
憲
反
対
署
名
40

筆
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
都
本
部
事
務
局
長
・
中
嶋
育
雄
）

長
野
県
同
盟
は
、
昨
年
５
４
０
～
５

５
０
人
、
一
進
一
退
を
脱
し
、
今
年
の

全
国
大
会
と
県
総
会
を
６
０
０
人
と
い

う
自
主
目
標
を
達
成
し
て
迎
え
よ
う
と

１
月
理
事
会
、
２
月
の
三
役
会
で
到
達

点
を
検
討
し
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
様
々
な
運
動
課
題
と
併

せ
て
い
か
に
組
織
建
設
を
進
め
る
か
を

意
識
的
に
位
置
付
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

例
え
ば
、
伊
藤
千
代
子
映
画
製
作
上

映
運
動
は
、
千
代
子
の
出
身
県
に
ふ
さ

わ
し
く
、
県
下
全
域
に
地
域
実
行
委
員

会
が
つ
く
ら
れ
、
債
券
取
得
は
74
口
、

上
映
会
の
具
体
化
は
25
カ
所
で
準
備
さ

れ
、
塩
尻
市
や
木
曽
郡
下
６
町
村
長
の

後
援
を
と
り
、
報
道
機
関
に
も
、
信
濃

毎
日
新
聞
、
中
日
新
聞
、
南
信
州
タ
イ

ム
ス
な
ど
の
後
援
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
第
39
全
国

大
会
後
に
発
足
し
た
「
塩
尻
・
木
曽
支

部
」
は
、
今
年
度
９
人
の
拡
大
で
1
月

18
日
に
支
部
総
会
を
成
功
さ
せ
、
役
員

体
制
も
充
実
、
全
県
の
先
頭
を
切
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
上
伊
那
地
域
で
は
、
２
市
６

町
村
全
域
８
カ
所
で
の
上
映
会
を
め
ざ

し
「
２
・
４
事
件
記
念
集
会
」
を
成
功

さ
せ
た
退
職
教
職
員
や
新
婦
人
に
結
集

す
る
女
性
た
ち
が
奮
闘
し
て
い
ま
す
が
、

同
盟
支
部
が
十
分
機
能
し
て
い
な
い
た

め
、
諸
課
題
の
前
進
に
結
び
つ
い
て
い

ま
せ
ん
。
千
代
子
の
地
元
「
諏
訪
地
域
」

も
、
支
部
の
分
割
・
確
立
の
課
題
が
棚

上
げ
に
な
っ
た
ま
ま
で
す
。

県
同
盟
の
運
営
も
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、

東
北
信
中
心
の
活
動
が
続
い
て
お
り
、

困
難
を
打
開
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

県
同
盟
で
は
「
不
屈
」
長
野
県
版
で

こ
う
し
た
経
験
を
広
め
、
問
題
提
起
し

つ
つ
、
「
特
別
期
間
」
に
誰
も
が
気
軽

に
「
学
び
行
動
す
る
」
同
盟
員
、
故
増

本
会
長
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
５
月
国

会
請
願
、
６
月
全
国
総
会
、
７
月
県
総

会
を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
ま
す
。

（
県
本
部
事
務
局
長
・
竹
村
利
幸
）
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長野県

伊
藤
千
代
子
の
出
身
県
に
ふ
さ

わ
し
い
県
同
盟
建
設
で
全
国
大

会
・
県
総
会
を

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
に
断
固
抗
議
し

即
時
撤
退
を
要
求
す
る２

０
２
２
年
２
月
28
日

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
中
央
本
部

ロ
シ
ア
軍
は
２
月
25
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
入
し
、
首
都
キ
エ
フ
に

戦
車
が
入
り
本
格
的
な
侵
略
戦
争
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
主
権
を
侵
害
し
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
と
安
全
を
破
壊
す
る
も
の
で

断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
ロ
シ
ア
は
核
保
有
大
国
で
あ
る
」

こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
核
兵
器
禁
止
条
約
が
禁
止
し
た
「
威
嚇
」

で
あ
り
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
（
Ｋ

Ｇ
Ｂ
・
旧
ソ
連
国
家
保
安

委
員
会
出
身
）
の
大
国
主

義
、
覇
権
主
義
を
糾
弾
す

る
。
「
ロ
シ
ア
は
国
連
憲

章
を
守
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
直
ち
に
や
め
て
即

時
撤
退
せ
よ
」

以
上

ロシア大使館前（2月28日）
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会
員
拡
大
が
前
進

12
月
以
降
、
西
牟
婁
支
部
で
４
人
、

和
歌
山
東
支
部
で
１
人
、
和
歌
山
北
支

部
で
１
人
、
日
高
支
部
で
２
人
と
、
会

員
拡
大
が
前
進
し
て
い
ま
す
。

６
月
の
全
国
大
会
を
目
途
に
、
和
歌

山
県
で
の
会
員
拡
大
の
努
力
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
「
不
屈
」
和
歌
山
版
22
年
２
月
号
よ
り
）

１
月
に
２
８
５
筆
増
や
す

「
国
賠
個
人
署

名
」
の
22
年
1
月

の
到
達
は
１
０
０

４
筆
（
５
０
０
０

筆
目
標
の
20
％
）

で
、
１
月
に
２
８
５
筆
増
や
し
ま
し
た
。

５
月
の
国
会
請
願
め
ざ
し
て
、
４
月
中

の
目
標
達
成
に
は
、
全
県
で
２
月
か
ら

毎
月
、
１
３
５
０
筆
を
集
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
会
員
１
人
当
た
り
に
す
る

と
、
２
月
～
４
月
に
８
筆
を
集
め
て
達

成
で
す
。
こ
れ
は
達
成
可
能
な
数
字
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
必
要
な
こ
と
は
、
支
部
で
毎
月

の
署
名
獲
得
目
標
を
決
め
、
署
名
用
紙

を
会
員
全
員
に
届
け
、
会
員
に
「
署
名

集
ま
っ
て
い
ま
す
か
」
と
声
を
か
け
る

こ
と
で
す
。

（
「
不
屈
」
滋
賀
版
22
年
２
月
号
よ
り
）

伊
藤
千
代
子
映
画
Ｐ
Ｒ
版
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
上
映

1
月
16
日
（
日
）
、
第
21
回
備
南
支

部
総
会
が
開
か
れ
11
人
が
参
加
。
80
人

へ
の
会
員
拡
大
に
取
り
組
も
う
と
積
極

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
後
、
伊
藤
千
代
子
映
画
Ｐ
Ｒ
版

Ｄ
Ⅴ
Ｄ
を
上
映
し
、
映
画
実
行
委
員
会

結
成
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
い
、
玉

島
・
船
穂
、
西
部
方
面
で
水
島
・
児
島
、

倉
敷
で
そ
れ
ぞ
れ
上
映
実
行
委
員
会
を

結
成
し
よ
う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

（
「
不
屈
」
岡
山
版
22
年
２
月
号
よ
り
）

本
間
昭
一
さ
ん
、
今
年
2
人
の
拡
大

北
見
支
部
長
の
本
間
昭
一
さ
ん
が
今

年
２
人
目
の
拡
大
で
す
。
入
会
さ
れ
た

方
は
、
若
か
り
し
頃
、
共
に
青
年
運
動

を
闘
っ
た
方
だ
そ
う
で
す
。

「
不
屈
」
北
見
版
の
裏
面
に
、
「
入

会
申
し
込
み
用
紙
」
を
縮
小
コ
ピ
ー
し

て
配
布
し
た
そ
う
で
、
こ
れ
が
入
会
の

訴
え
に
役
立
ち
ま
し
た
。
３
月
の
「
特

別
行
動
月
間
」
の
成
功
へ
向
け
て
２
月

の
活
動
前
進
が
大
切
と
、
本
間
さ
ん
は

強
調
し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
・
活
動
促
進
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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三
浦
半
島
に
眠
る
《治
安
維
持
法
》
と

闘
い
続
け
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

菊
池
邦
作

き

く

ち

く

に

さ

く

菊
池
邦
作
は
１
８
９
９
年
、
群
馬
県

で
生
ま
れ
た
。
蚕
種
製
造
業
の
小
林
家

に
18
歳
で
婿
養
子
に
迎
え
ら
れ
、
東
京

高
等
蚕
糸
学
校
に
入
学
、
在
学
中
か
ら

社
会
運
動
に
参
加
し
た
。

帰
郷
後
、
群
馬
青
年
共
産
党
事
件
を

経
て
無
産
運
動
に
尽
力
し
、
自
ら
主
筆

と
な
っ
た
『
上
毛
大
衆
』
に
「
治
安
維

持
法
を
撤
廃
せ
よ
」
を
掲
載
し
た
。

１
９
３
１
年
９
月
に
は
「
文
芸
講
演

会
」
前
に
検
束
さ
れ
た
小
林
多
喜
二
ら

を
伊
勢
崎
警
察
署
か
ら
取
り
戻
し
た

「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
に
関
わ
り
ま
し

た
。
逮
捕
者
も
全
員
釈
放
さ
れ
る
と
い

う
治
安

維
持
法

下
で
は

稀
有
の

事
件
で

し
た
。

翌
32

年
9
月

に
は
、

群
馬
県
内
の
一
斉
検
挙
で
特
高
警
察
に

逮
捕
・
拷
問
さ
れ
た
。

菊
池
が
書
き
残
し
た
『
拷
問
』
に
は
、

多
喜
二
の
「
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
」

と
瓜
二
つ
の
拷
問
の
様
子
が
リ
ア
ル
に

描
か
れ
て
い
る
。

「
お
れ
達
が
、
い
ま
こ
れ
か
ら
や
る

こ
と
は
な
あ
、
国
家
の
命
令
で
や
る
ん

だ
ど
。
天
皇
陛
下
に
背
く
貴
様
ら
は
、

殺
し
た
っ
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
い
う
の
が
特
高
の
言
い
分
で

し
た
。

菊
池
は
86
年
11
月
、
86
歳
で
亡
く
な
っ

た
。
自
ら
用
意
し
た
三
浦
海
岸
公
園
墓

地
に
眠
っ
て
い
る
。
娘
の
平
山
知
子
弁

護
士
に
よ
る
と
、
墓
碑
銘
は
孫
た
ち
の

一
致
し
た
意
見
～
祖
父
が
平
和
の
た
め

に
生
涯
を
捧
げ
た
と
い
う
こ
と
か
ら

「
平
和
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

【
交
通
】
京
浜
急
行
三
崎
口
駅
下
車
、

油
壺
行
き
バ
ス
引
橋
バ
ス
停
下
車
徒
歩

15
分
、
墓
地
内
第
３
区
２
列
12
号

（
群
馬
県
本
部
事
務
局
長
・
長
谷
田
直
之
）
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唯
物
論
哲
学
者
で
あ
る
永
田
廣
志
は
、

治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
で
も
あ
り
ま
す
。

１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
、
長
野
県

東
筑
摩
郡
山
形
村
小
坂
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
山
形
小
学
校
を
経
て
松
本
中
学

（
現
・
松
本
深
志
高
校
）
に
入
学
し
ま

し
た
。
卒
業
後
、
東
京
外
国
語
学
校
ロ

シ
ア
語
科
に
進
学
、
自
立
の
道
を
歩
き

始
め
ま
す
。
そ
の
決
意
を
「
父
へ
の
手

紙
」
（
永
田
家
の
家
宝
）
に
し
た
た
め

ま
し
た
。
「
ロ
シ
ア
革
命
」
と
白
樺
派

の
影
響
を
受
け
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
し

た
。
松
本
地
方
に
は
「
貞
享
騒
動
」

じ
ょ
う
き
ょ
う

（
農
民
一
揆
、
江
戸
・
貞
享
３
年
）
を

尊
ぶ
風
習
が
根
強
く
あ
り
、
こ
の
影
響

も
「
永
田
を
育
ん
だ
」
と
思
わ
れ
ま
す
。

27
年
、
永
田
は
『
弁
証
法
的
唯
物
論

の
哲
学
』
（
デ
ボ
ー
リ
ン
著
、
川
内
唯

彦
共
訳
・
叢
文
閣
）
を
翻
訳
し
ま
し
た
。

こ
の
訳
本
は
４
刷
に
も
な
り
、
川
内
は

「
歴
史
的
な
本
」
と
評
し
ま
し
た
。
永

田
が
最
も
活
躍
し
た
の
は
36
～
38
年
。

「
永
田
廣
志
は
ロ
シ
ア
語
の
文
献
・
レ
ー

ニ
ン
な
ど
の
文
献
を
読
み
こ
な
し
た
だ

け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
語
の
文
献
・
マ
ル

ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
な
ど
も
詳
し
く
研

究
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
礎
理
論

の
研
究
書
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
『
史

的
唯
物
論
』
『
唯
物
弁
証
法
講
話
』

『
唯
物
史
観
講
話
』
『
現
代
唯
物
論
』

な
ど
優
れ
た
労
作
」
（
鰺
坂
真
関
大
名

誉
教
授
）
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
坂
潤
は
『
５

唯
物
弁
証
法
講
話
』

（
戸
坂
潤
全
集
第
５
巻
・
勁
草
書
房
）

で
、
「
…
…
甚
だ
興
味
に
富
ん
だ
読
み

物
と
し
て
は
…
…
単
に
初
学
者
の
入
門

書
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
専
門
家
の

研
究
整
理
用
の
参
考
書
と
し
て
も
、
私

は
こ
の
本
を
薦
め
る
」
と
評
価
し
ま
し

た
。永

田
は
34
年
か
ら
、
日
本
思
想
史
の

研
究
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

「
福
澤
諭
吉
に
つ
い
て
」
、
「
中
江

兆
民
の
『
理
学
鉤
玄
』
に
つ
い
て
」
、

「
廃
仏
毀
釈
の
歴
史
的
意
義
」
な
ど
の

論
文
を
ま
と
め
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

日
本
の
唯
物
論
を
体
系
的
に
論
じ
た
日

本
で
最
初
の
『
日
本
唯
物
論
史
』
（
白

楊
社
）
を
出
版
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
『
日
本
封
建
制
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
』
（
白
楊
社
）
、
『
日
本
哲
学
思

想
史
』
（
三
笠
書
房
）
を
刊
行
。
永
田

の
代
表
３
部
作
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

レ
ー
ニ
ン
の
代
表
作
『
唯
物
論
と
経
験

批
判
論
』
が
、
永
田
の
翻
訳
で
37
年
に

白
楊
社
か
ら
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
素
粒
子
物
理
学
の
創
設
者
・

坂
田
昌
一
名
大
教
授
は
、
『
物
理
学
と

方
法
』
（
岩
波
書
店
）
で
、
「
正
し
く

分
析
し
た
の
は
レ
ー
ニ
ン
で
あ
っ
た
が
、

当
時
の
物
理
学
者
の
間
で
は
、
こ
の
研

究
を
知
る
も
の
は
殆
ど
な
か
っ
た
」

「
今
世
紀
初
頭
、
物
理
学
の
お
ち
い
っ

た
危
機
の
本
質
を
つ
き
と
め
、
そ
の
正

し
い
解
決
方
法
を
指
し
示
し
た
の
は
、

ロ
シ
ア
革
命
の
指
導
者
レ
ー
ニ
ン
そ
の

人
で
あ
っ
た
。
…
…
そ
の
後
の
物
理
学

の
著
し
い
発
展
」
と
、
研
究
者
の
立
場

か
ら
『
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
』
を

「
導
き
の
糸
」
と
し
て
い
ま
す
。

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
（
46
年
11
月
18

日
付
）
の
文
化
欄
に
永
田
の
「
信
州
と

西
田
哲
学
」
が
載
っ
て
い
ま
す
。
「
哲

学
書
の
読
者
の
間
で
は
西
田
哲
学
の
影

響
は
大
き
い
。
特
に
信
州
の
教
育
界
で

は
こ
の
影
響
は
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
…
…
信
州
教
育
界
の
民
主
化
は
知

性
の
自
主
性
の
回
復
、
哲
学
を
含
む
絶

対
主
義
的
伝
統
の
批
判
か
ら
出
発
せ
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
示
唆
し
て
い
ま
す
。

登
山
家
・
物
理
学
者
の
伊
藤
正
一
は

終
戦
後
、
「
民
科
」
（
民
主
主
義
科
学

者
協
会
）
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、

急
い
で
松
本
に
帰
り
、
永
田
と
「
劇
的
」

な
出
会
い
を
し
て
、
民
科
の
長
野
県
最

初
の
支
部
を
設
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
永
田
は
、
治
安
維
持
法
に
よ

る
弾
圧
で
、
持
病
の
「
腸
結
核
」
を
悪

化
さ
せ
、47
年
９
月
７
日
、
松
本
市
文

銅
町
の
仮
借
家
で
逝
去
し
ま
し
た
。
享

年
43
歳
で
し
た
。
ゆ
り
夫
人
は
「
も
う

10
年
生
か
し
て
や
り
た
か
っ
た
」と
語

り
、
そ
の
早
過
ぎ
る
死
を
悔
や
み
ま
し
た
。

永
田
は
短
い
生
涯
に
多
く
の
著
書
、

訳
書
、
評
論
を
世
に
出
し
ま
し
た
。
日

本
の
唯
物
論
哲
学
の
「
礎
」
と
な
り
、

い
ま
も
「
人
々
の
心
に
生
き
続
け
て
い

る
」
永
田
に
学
び
、
社
会
変
革
の
事
業

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
長
野
県
本
部
・
島
崎
建
代
）

日
本
の
唯
物
論
哲
学
の

〝
礎
〟
築
い
た
永
田
廣
志

な

が

た

ひ

ろ

し
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同
盟
文
芸

短

歌

碓
田
の
ぼ
る
選

同
盟
の
前
進
託
し
て
君
逝
け
り
画
面
の
向
こ
う
の
最
後
の
訴

え

埼
玉
県

白
川

洋
子

寒
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
な
か
訃
報
あ
り
水
仙
の
花
い
っ
ぱ
い
咲

く
に

静
岡
県

江
川

佐
一

コ
ロ
ナ
禍
で
米
軍
検
査
の
甘
さ
つ
く
赤
嶺
議
員
の
声
の
鋭
さ

福
井
県

元
山
章
一
郎

「
飢
え
し
の
ぐ
ク
セ
で
野
草
を
探
す
の
」
と
辺
野
古
に
座
る

老
女
は
語
る

沖
縄
県

塩
田

伸
子

足
も
た
つ
き
や
っ
と
付
き
行
く
の
み
な
る
も
百
周
年
を
祝
う

老
骨

大
分
県

渡
辺

幹
生

配
達
の
順
路
の
先
に
日
が
昇
る
希
望
の
一
紙
よ
夜
明
を
開
け

埼
玉
県

細
谷

宜
朗

ネ
ッ
ト
上
で
資
金
集
め
て
気
候
時
計
若
者
千
人
渋
谷
に
設
置

す

島
根
県

小
玉

信
恵

陸
軍
の
大
尉
で
僧
侶
の
身
と
は
言
え
九
条
の
会
で
反
戦
訴
う

兵
庫
県

岸
本

守

障
害
を
生
き
抜
き
し
友
憲
法
を
死
守
せ
ん
と
叫
ぶ
九
条
の
会

岐
阜
県

田
中

良

粉
雪
の
舞
い
し
信
濃
の
無
言
館
無
念
の
思
い
の
滲
み
し
を
思

う

埼
玉
県

福
家

駿
吉

〈
選
の
あ
と
に
〉
増
本
一
彦
会
長
が
急
逝
さ
れ
た
。
個
人
的

に
も
ご
一
緒
に
活
動
し
た
時
期
が
あ
り
、
た
だ
た
だ
無
念
。

先
頭
二
作
品
、
増
本
会
長
の
訃
報
に
思
わ
ず
言
葉
を
失
っ
た

よ
う
な
歌
い
ぶ
り
で
あ
る
。
白
川
作
品
は
最
後
の
会
議
を
回

想
。
江
川
作
品
、
花
が
咲
く
の
に
と
嘆
く
。

俳

句

望
月
た
け
し
選

春
迎
う
共
闘
の
二
字
根
の
力

神
奈
川
県

天
野
三
葉
子

多
喜
二
忌
を
前
に
同
志
逝
く
託
さ
れ
し

と

も

埼
玉
県

小
池

莊
八

山
里
に
ま
だ
柿
の
こ
る
ロ
マ
ン
街
道島

根
県

小
玉

信
恵

九
条
は
宝
と
訴
ふ
冬
の
街

兵
庫
県

岸
本

守

冬
薔
薇
抵
抗
の
群
像
見
つ
め
い
る

三
重
県

橋
本
し
げ
る

〈
評
〉
一
句
目
、
草
の
根
の
力
で
多
く
の
困
難
を
の
り
こ
え

大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
。
政
治
を

変
え
る
希
望
の
道
。
夏
の
参
院
選
に
む
け
て
更
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

川

柳

鈴
木
い
さ
お
選

ア
メ
リ
カ
を
助
け
る
国
に
シ
フ
ト
さ
れ

埼
玉
県

福
家

駿
吉

〈
評
〉
日
米
同
盟
を
基
軸
に
発
展
を
遂
げ
た
戦
後
日
本
を
全

面
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
言
い
な
り
の
飼
い
犬
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
対
等
に
。

女
性
天
皇
否
定
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別大

阪
府

堺
谷
九
条
男

世
の
中
を
千
代
子
映
画
で
変
え
る
の
だ

東
京
都

中
村

茂
樹

学
問
を
潰
す
つ
も
り
か
フ
ァ
ン
ド
策東

京
都

楢
原

信
行

認
諾
で
隠
し
た
い
も
の
見
た
い
で
す大

阪
府

佐
々
木
雅
博

同
盟
滋
賀
県
湖
北
支
部
を
通
じ
て

星
野
友
輝
さ
ん
か
ら
「
感
謝
と
連
帯

の
思
い
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

わ
ず
か
で
も
励
ま
し
に
な
れ
ば
と
の

願
い
で
、
ミ
ニ
千
羽
鶴
を
つ
く
っ
て

き
ま
し
た
。
…
…
こ
の
折
鶴
か
ら
、

私
の
大
切
な
人
た
ち
の
優
し
さ
を
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ま
た
私

の
感
謝
や
連
帯
の
思
い
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
の
言
葉

を
添
え
て
同
盟
中
央
本
部
に
届
き
ま

し
た
。
早
速
、
同
盟
中
央
本
部
事
務

所
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
湖
北
支
部
を
通
じ
て

星
野
友
輝
さ
ん
か
ら

感
謝
と
連
帯
を
込
め
て

千
羽
鶴
を
贈
り
ま
す
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【
住
所
変
更
】

長
崎
県
本
部

〒

８
７
５
・
０
３
４
１

長
崎
県
北

松
浦
郡
佐
々
町
羽
須
和
６
２
２

永
田

勝
美

方

℡
：
０
９
５
６
・
３
７
・
８
８
３
７

携
帯
：
０
９
０
・
４
０
２
１
・
７
３
５
５

FA
X

：
０
９
５
６
・
３
７
・
８
８
３
８

email

：k
−
nagata@kenyukai.or.jp

【
訃
報
】

松
井
久
雄
さ
ん
（
93
）
は
2
月
18
日

死
去
。
元
中
央
常
任
理
事
、
中
央
監
査

委
員
を
歴
任
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

2
月
5
～
6
日

国
民
救
援
会
中
央
委

員
会

2
月
6
日

増
本
一
彦
会
長
死
去

2
月
7
日

「
不
屈
」
編
集
会
議

2
月
11
日

建
国
記
念
日
反
対
集
会

2
月
20
日

オ
ン
ラ
イ
ン
三
役
会
議

2
月
24
日

日
本
母
親
大
会
代
表
者
会

議
・
日
本
母
親
大
会
実
行

委
員
会
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事

務

局

日

誌

【主な内容】＜巻頭論文＞「ハト派・リベラル」の衣をまとった「安倍背
後霊」政権-岸田文雄新内閣の性格と限界＝五十嵐仁、ジャーナリストから
みた「安倍・菅政権」❘マスコミの立ち位置＝望月衣塑子。≪情勢学習≫
資料・立憲民主党国対委員会の山宣墓前祭へのメッセージ、「土地利用規
制法」は国民弾圧の”仮面法”❘「軍機保護法」上回る危険性＝福島清、Q
&A 歴史を偽造する新たな教科書攻撃との闘い＝石山久男、《研究レポート》
治安維持法は活きている❘拙著『戦争と弾圧』を通して考えたこと 纐纈
厚、治安維持法朝鮮・布施辰治弁護士＝横田有史＜講演記録＞現在の情勢
と同盟の役割について＝小松実。＜資料＞金田勝年法相(当時)の答弁、女
性起訴者リスト

定価1000円、申込みは中央本部・各都道府県本部へ。

好評発売中『治治安安維維持持法法とと現現代代』』22002211年年秋秋季季号号（42号）

治安維持法と現代を結ぶ運動理論誌

―
自
主
上
映
運
動
開
始
―
１
５
０
カ

所
上
映
会
準
備
（
第
一
期
）

同
盟
が
全
力
を
傾
注
し
て
支
援
し

て
来
た
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と

も
―
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
が
完
成
、

全
会
員
に
鑑
賞
し
て
頂
く
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。

治
安
維
持
法
の
最
初
の
犠
牲
者
・

伊
藤
千
代
子
の
映
画
化
に
全
国
44
都

道
府
県
組
織
が
協
力
し
、
募
金
を
積

上
げ
た
１
口
10
万
円
の
「
上
映
債
権
」

は
、
２
月
末
、
５
３
６
口
に
到
達
、

製
作
完
成
へ
の
財
政
的
土
台
を
築
き

ま
し
た
。

そ
の
上
に
４
月
中
旬
か
ら
全
国
一

斉
に
上
映
運
動
を
開
始
す
る
準
備
の

中
で
、
既
に
約
１
５
０
カ
所
に
迫
る

会
場
設
定
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。
同

盟
は
、
第
一
期
上
映
運
動
を
４
月
15

日
か
ら
６
月
12
日
全
国
大
会
ま
で
に

設
定
、
参
加
の
皆
さ
ん
に
向
け
て

「
同
盟
を
知
ら
せ
、
会
員
に
迎
え
る
」

大
運
動
を
起
こ
そ
う
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

▲
上
映
時
間

２
時
間
10
分

▲
映
画
宣
伝
材
料
（
有
料
）
➀
チ
ラ

シ
➁
入
場
整
理
券
➂
ポ
ス
タ
ー
が
完

成
し
ま
し
た
。
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▲
完
成
披
露
有
料
試
写
会

４
月
２

日
（
土
）
午
後
1
時
開
場

銀
座
ブ

ロ
ッ
サ
ム
（
東
京
都
中
央
区
・
地
下

鉄
有
楽
町
線
・
新
富
町
下
車
1
分
）

先
着
順

大
人
１
５
０
０
円

▲
全
国
の
上
映
会
場
の
紹
介

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
紹
介
し
ま
す
。

（
問
合
せ
窓
口
）
「
同
盟
千
代
子
チ
ー

待
望
の
映
画
「
わ
が
青
春

つ
き
る
と
も
」
完
成
へ

ポスター完成！
広めましょう

決
算
月
を
む
か
え
会
費
１
０
０
％
納
入
な
ど
同
盟
を
支
え
る
財
政
活
動
強
化
を

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
財
政
活
動
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
計
年
度
末
、
21
年
度
ま
で
の
会
費
・
年
末
募
金
・
「
不
屈
」
新
年
名
刺

広
告
代
金
・
出
版
物
代
金
な
ど
の
１
０
０
％
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

全
て
の
都
道
府
県
本
部
で
前
年
度
を
上
回
る
前
進
を
！

ム
」
藤
田

携
帯
０
９
０
・
４
５
２
７
・
１
１
２
９

Fa
x

０
４
・
７
１
７
４
・
２
０
２
８
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